
1 

「まちなかを考えるシンポジウム」開催結果 
一宮市まちづくり部都市計画課 

1 概要 

▼日 時  令和 6年 2月 28 日(水)午後 1時 30 分～4時 00 分 

 ▼会 場  尾張一宮駅前ビル(i-ビル)7 階 シビックホール 

 ▼参加者  170 名（一般参加者：127 名、市職員：43名） 

 ▼第 1部  基調講演「これからの不動産経営と公共空間活用のふか～い関係」 

講師 西村 浩（にしむら ひろし）氏 

       （株式会社ワークヴィジョンズ 代表取締役/一宮駅周辺地区デザイン懇談会 委員） 

▼第 2部  まちなかアイデアディスカッション 

進行 出村 嘉史（でむら よしふみ）氏 

        （岐阜大学社会システム経営学環 教授/一宮駅周辺地区デザイン懇談会 座長） 

登壇者 

西村 浩（にしむら ひろし）氏  株式会社ワークヴィジョンズ 代表取締役 

星野 博（ほしの ひろし）氏  NPO 法人志民連いちのみや 理事長 

稀温（きおん）氏  Kion Studio 代表/コーディネーター 

安藤 晴美（あんどう はるみ）氏  NPO 法人おさんぽや 代表理事 

石黒 太輝（いしぐろ たいき）氏  c_thought coffee デザイナー 

冨田 隆裕（とみた たかひろ）氏  一宮市銀座通商店街振興組合 理事長 

2 第 1 部の内容 

 誰も経験したことのない人口減少時代に転じており、まちなかに機能を集約化していく転換期 

 人口減少下では、空き家が増え、固定資産税減少による生活サービスの質の低下が懸念 

 エリアの質を高める（住みたい、働きたいまちを目指す）ために、公共空間を活用したウォー

カブルやリノベーションまちづくり等に各地が取り組んでいる 

 まちの人気が上がれば不動産事業の収益力（家賃・利益）の向上が期待でき、路線価や固定資

産税の上昇により生活サービスの向上につながることも期待できる 

 ウォーカブルは「暮らしの環境づくり」で、取り組みは多岐に渡るため、縦割りでなく横連携

が重要 

 人口減少時代に都市として生き残るべく、この好循環を生み出し、「選ばれるまち、人気のまち」

となるために、みんなで意欲的に取り組むことが大事で、チャレンジを重ねながら適合してい

くしかない 

【市長コメント】 

 近年、一宮市の固定資産税収入は全体としては順調に推移している 

 まちなかの多様性という視点では、商業だけでなく、マンション開発が進む状況に加え、オフ

ィス開発による日常的な賑わい創出や経済効果に大きく期待している 
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3 第 2 部の内容 

 まちなかがウォーカブルであることは重要 

 ウォーカブルな空間では、沿道や周辺地域で何かしたいと思っている人たちのチャレンジや居

場所として親子連れや子供達を受け入れる空間や雰囲気があることが重要 

 少しずつ使い方を変えていけるようなまちの可変性が重要で、初期に投資を呼び込めるような

インパクトが必要 

 駅前広場の意味合いを持たせた空間を銀座通り等に広げ、駅から街への人の流動を作る必要 

 車道は、搬出搬入や緊急車両の経路として必要なインフラであり、空間整備では、それに足る

スペックを組み込む必要 

 ラウンドアバウト周辺と本町通りをどのように繋ぐかという視点で、デザインの工夫が必要 

【市長コメント】 

 ディスカッションの中で浮彫となった心配事や懸念事項等について、しっかりと考えていく 

 地域の皆さんに喜んでいただけるようにウォーカブル事業を進めていきたい 
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4 当日の様子 

市長あいさつ 会場風景

第1部 講演 第2部 討論

第2部 スケッチ図 


